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   これより，増減表は下のようになる。 
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   これより，増減表は下のようになる。 
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   これより，増減表は下のようになる。 
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  以上のことから，グラフは次の図のようになる。 

   より，直線 2 xy  も漸近線である。 

   以上のことから，グラフは下図のようになる。 
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  これより，増減表は 
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  以上より，グラフは右図のようになる。 
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B 問題 
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  上の増減表より， 0x で極大値 3 をとり，条件をみたす。 
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  上の増減表より， 2x で極大値 1 をとり，条件をみたす。 

  よって 3,3  ba  
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   これより，グラフは右図のようになる。 
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